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Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

―
私
を
着
が
え
る
と
き

　
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
が
所

蔵
す
る
18
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の

衣
装
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

人
間
の
根
源
的
な
要
望
を
照
射
す

る
ア
ー
ト
作
品
と
と
も
に
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
の
関
わ
り
に
み
ら
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
の
形

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

京
都
国
立
近
代
美
術
館

９
月
13
日（
金
）～
11
月
24
日（
日
）

取
扱
料
金�
一
般　
１
３
５
０
円

�

大
学
生　
８
１
０
円

※
中
学
生
以
下
、
父
子
・
母
子
家
庭
の

方
、
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人

１
名
は
無
料
（
要
証
明
）

特
別
展　
生
誕
１
４
０
年
記
念

石
崎
光
瑤

　
鮮
や
か
な
色
彩
で
華
麗
な
花
鳥

画
を
数
多
く
残
し
た
近
代
京
都
の

日
本
画
家
石
崎
光
瑤
。
そ
の
故
郷
・

富
山
県
南
砺
市
立
福
光
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
光
瑤

の
画
業
の
全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。

京
都
文
化
博
物
館

９
月
14
日（
土
）～
11
月
10
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
４
８
０
円

�

大
高
生　
　
９
３
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

音
楽

大
阪
交
響
楽
団
×
ｔ
ｏ 

Ｒ 

ｍ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

ぱ
ふ
ぉ
ー
ま
ん
す
と
楽
し
む

お
ー
け
す
と
ら

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
ゆ
か
い
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

指　
揮　
高
井
優
希

管
弦
楽　
大
阪
交
響
楽
団

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

ｔ
ｏ　
Ｒ　
ｍ
ａ
ｎ
ｓ
ｉｏ
ｎ

司　
会　
江
戸
川
じ
ゅ
ん
兵

演　
出　
ス
カ
ン
ク
ス
パ
ン
ク

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

８
月
25
日
（
日
）
15
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
１
９
０
０
円

�

３
歳
～
高
校
生　
１
０
０
０
円

�

全
席
指
定

コ
バ
ケ
ン
・
ワ
ー
ル
ド

ｉ
ｎ　
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

　
全
て
が
聴
き
ど
こ
ろ
の
充
実
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
楽
し
み
に
。

指
揮
・
お
話　
小
林
研
一
郎

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　
髙
木
凜
々
子

曲
目　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交
響

曲
第
５
番
「
運
命
」、
エ

ル
ガ
ー
：
愛
の
挨
拶　
他

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

９
月
28
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
５
０
０
０
円

�

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
（
Ks
席
１
５
０
０
円
）、
65

歳
以
上
（
Gs
席
２
８
０
０
円
）
は
日

本
フ
ィ
ル
（
０
３

－

５
３
７
８

－

５ 

９
１
１
）で
の
み
取
扱
い（
枚
数
限
定
）。

宮
田
大　

チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
２
０
２
４

ピ
ア
ノ
：
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ジ
ェ
ル
ネ

曲
目　
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
：

イ
タ
リ
ア
組
曲
、
カ
プ
ー

ス
チ
ン
：
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ

タ
第
２
番　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

10
月
11
日
（
金
）
19
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
９
５
０
円

�

全
席
指
定

稲
垣
潤
一
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
４

曲
目　
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
、

夏
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン　
他

文
化
パ
ル
ク
城
陽　
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

10
月
17
日
（
木
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
６
３
０
０
円

�

全
席
指
定

横
山
幸
雄　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

曲
目　
ラ
ヴ
ェ
ル
：
亡
き
王
女
の

た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

10
月
19
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
２
０
０
円

�

ペ
ア　
８
０
０
０
円

�

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

メ
イ
ン
ラ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
ぺ
シ
ャ
ル

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』

出
演　
山
﨑
玲
奈
、
小
野
田
龍
之

介
、
鈴
木
梨
央　
他

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

８
月
31
日
（
土
）
16
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
８
０
０
０
円

�

３
～
12
歳　
４
５
０
０
円

�

全
席
指
定
（
Ｓ
席
）

※
３
歳
未
満
膝
上
無
料

オ
ペ
ラ

び
わ
湖
ホ
ー
ル　
オ
ペ
ラ
へ
の
招
待

歌
劇　
『
竹
取
物
語
』

　
誰
も
が
知
る
日
本
最
古
の
物
語

を
親
し
み
や
す
い
音
楽
で
綴
る
沼

尻
竜
典
の
名
作
オ
ペ
ラ
で
す
。
オ

ペ
ラ
を
こ
れ
か
ら
観
て
み
た
い
と

い
う
方
に
お
勧
め
の
入
門
編
シ
リ

ー
ズ
で
す
。

指
揮　
阪
哲
朗
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
芸
術
監
督
）

原
演
出　
栗
山
昌
良
／
演
出　
中
村
敬
一

出
演　
砂
川
涼
子
（
23
日
）、
高

展
覧
会
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田
瑞
希
（
24
日
）
晴
雅
彦
、

び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル　
他

び
わ
湖
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

①
11
月
23
日
（
土
祝
）
14
時
開
演

②
11
月
24
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
７
４
２
５
円

�

全
席
指
定

※
５
歳
以
下
入
場
不
可

舞
踊

春
秋
座　
藤
間
勘
十
郎
芸
術
監
督

プ
ロ
グ
ラ
ム
『
新
翔　
春
秋
会
』

　
市
川
團
子
の
研
鑽
の
場
と
し
て

「
新
翔
春
秋
会
」
を
立
ち
上
げ
。
素

踊
り
『
吉
野
山
』、
市
川
團
子
が
初

役
に
て
『
春
興
鏡
獅
子
』
に
挑
む
。

出
演　
市
川
團
子

特
別
出
演　
藤
間
勘
十
郎

京
都
芸
術
劇
場　
春
秋
座

①
９
月
６
日
（
金
）
12
時
開
演

②
９
月
７
日
（
土
）
12
時
開
演

③
９
月
８
日
（
日
）
12
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
９
０
０
０
円

�

全
席
指
定

演
劇

イ
ッ
セ
ー
尾
形
の

右
往
沙
翁
劇
場 

ｉ
ｎ
京
都

　
唯
一
無
二
の
存
在
感
を
放
つ
一

人
芝
居
の
第
一
人
者
イ
ッ
セ
ー
尾

形
が
、
今
年
も
京
都
で
新
作
ネ
タ

を
披
露
し
ま
す
。

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

①
10
月
25
日
（
金
）
19
時
開
演

②
10
月
26
日
（
土
）
15
時
開
演　

③
10
月
27
日
（
日
）
15
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
５
０
０
円

�

全
席
指
定

落
語

桂
南
光
独
演
会

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

10
月
５
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
７
０
０
円

�

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

　
『
お
母
さ
ん
が
一
緒
』
は
、 『
ぐ

る
り
の
こ
と
。』 『
恋
人
た
ち
』 
の

橋
口
亮
輔
監
督
９
年
ぶ
り
の
最
新

作
。
親
孝
行
と
称
し
て
母
親
を
連

れ
て
温
泉
旅
行
に
や
っ
て
き
た
三

姉
妹
の
ド
タ
バ
タ
愛
憎
劇
が
描
か

れ
る
。
多
方
面
に
活
躍
す
る
ペ
ヤ

ン
ヌ
マ
キ
に
よ
る
同
名
舞
台
の
映

画
化
だ
が
、
会
話
が
生
々
し
く
、

修
羅
場
も
ブ
ラ
ッ
ク
な
ユ
ー
モ
ア

も
楽
し
め
る
こ
と
請
け
合
い
。

　
１
９
６
９
年
７
月
20
日
に
記
録

が
残
る
人
類
初
の
月
面
着
陸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ア
ポ
ロ
計
画
」
達
成

の
“
ね
つ
造
説
”
か
ら
着
想
を
得

た
超
一
級
の
エ
ン
タ
メ
作
品 

『
フ

ラ
イ
・
ミ
ー
・
ト
ゥ
・
ザ
・
ム
ー

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ン
』 

。
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
８

年
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
雇
わ
れ
た
Ｐ
Ｒ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
奇
想
天
外
な
極
秘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
裏
側
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。

　
ド
タ
バ
タ
愛
憎
劇
と
一
級
エ
ン

タ
メ
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
ち
ょ

っ
と
静
か
で
風
変
わ
り
な
映
画
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
。『
時
々
、
私

は
考
え
る
』
は
、
周
囲
と
な
じ
む

の
が
苦
手
で
、
幻
想
的
な
“
死
”

を
空
想
す
る
の
が
好
き
な
女
性
フ

ラ
ン
が
、
新
し
く
職
場
に
や
っ
て

き
た
同
僚
と
恋
に
落
ち
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
少
し
だ
け
変
化
す
る

日
常
を
描
く
。
劇
的
な
こ
と
は
何

も
起
こ
ら
な
い
し
、
人
見
知
り
の

彼
女
の
孤
独
は
解
消
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
透
明
感
の
あ
る
繊
細
さ

と
控
え
め
な
ユ
ー
モ
ア
は
、
誰
も

が
抱
え
る
“
孤
独
”
と
い
う
感
情

を
色
鮮
や
か
に
包
み
込
ん
で
く
れ

る
。
そ
し
て
少
し
だ
け
世
界
の
見

え
方
を
変
え
て
く
れ
る
。
不
器
用

な
ア
ナ
タ
へ
贈
る
、
と
び
き
り
淡

く
て
キ
ュ
ー
ト
な
恋
物
語
だ
。

　
『
お
母
さ
ん
が
一
緒
』
は
12
日

か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
に
て
、『
フ

ラ
イ
・
ミ
ー
・
ト
ゥ
・
ザ
・
ム
ー

ン
』
は
19
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ

マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、

Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ

マ
京
都
桂
川
・
高
の
原
に
て
、

『
時
々
、
私
は
考
え
る
』
は
26
日

か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開
予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『時々、私は考える』
©2023 HTBH, LLC ALL RIGHTS RESERVED.

小寺　誠
（退教互　船井支部）

写真

　 8月11日は山の日。漢
字の八が山のようで、数字
の11が木立のようだから
という説があります。
　50歳の登山開始から四
半世紀。写真を始めて5年。
丹後の由良ヶ岳から海を眺
めたいと思い立って登りま
したが、呼びかけたくなる
ような雲が主役の写真とな
りました。
　写真右下の青葉山からも
素晴らしい眺望です。

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

※
8
月
14
日
発
送
な
し

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

�

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル　

�

一
般　
２
０
０
０
円

◆
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
比
叡

�

一
般　
１
０
０
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

大
人（
中
学
生
以
上
）１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）１
２
８
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

�

一
般　
２
４
０
０
円

◆
大
塚
国
際
美
術
館　

�

一
般　
３
１
６
０
円

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ
ス
・

　
関
西
２
０
２
４�

９
６
０
円

　
※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
参
照

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】



　

中
夢
に
虫
昆
で
響
影
の
孫

　　

今
、
で
響
影
の
孫
の
き
好
虫
昆

花
の
菜
を
丹
牡
葉
の
冬
は
春
の
年

ン
モ
、
き
お
て
い
置
で
ま
く
咲
が

こ
ど
。
た
し
ま
り
な
く
な
い
か
に

と
々
次
が
嚢
卵
の
リ
キ
マ
カ
た
け

で
ま
み
休
夏
。
す
ま
い
て
し
化
羽

 

　

部
支
京
西

　

山
建
　

子
昌

　　

に
康
健
で
課
日

　

の
い
な
ら
な
に
鹿
馬
も
費
療
医

り
な
く
良
が
子
調
の
体
身
と
く
歩

 

部
支
北
京
左

　

永
松
　
潔

　　　　

庭
を
巣
な
う
よ
の
椀
お
た
し
に
料

来
以
。
た
し
ま
り
作
に
葉
紅
の

10き
お
間
時
数
が
い
が
つ
、
ど
ほ
日

は
今
。
た
し
ま
れ
ま
生
が
ナ
ヒ
に

に
ナ
ヒ
、
ら
が
な
し
替
交
に
繁
頻

な
め
眺
く
な
と
度
何
、
日
毎
。
す

ま
し
ご
過
を
月
５
い
し
楽
、
ら
が

。
た
し

 
　

部
支
久
城

　

橋
髙
　

菜
里
佳

　　

！
た
れ
ら
や

　　
1

さ
猿
お
部
全
に
間
の
ど
ほ
間
時

。
た
し
ま
い
ま
し
て
れ
ら
や
に
ん

」
た
れ
ら
や
「
が
ん
さ
隣
お、
日
昨

に
日
の
次
、
が
す
で
の
た
い
て
し

さ
猿
お
と
」
に
の
る
れ
ら
べ
食
が

。
す
で
の
も
い
た
け
か
し
話
に
ん

 

　

部
支
井
船

　
谷　

子
久
喜

　　

！
得
納

　

そ
「
が
夫
、
て
見
を
私
る
い
て
し

ん
な
「。
と
」
ろ
や
ん
か
あ
は
れ

マ
ス
「、
と
す
返
き
聞
と
」
？
で

け
つ
見
を
え
答
に
ぐ
す
に
手
片
ホ

出
い
思
り
た
え
考
で
分
自
、
に
ず

と
」
と
ん
せ
レ
ト
脳
て
し
り
た
し

 

部
支
部
綾

　

尻
塩
　

り
ど
み

　

み
し
楽
が
の
る
な
が
実

　
　　

付
を
実
年
長
、
で
寺
お
の
所
近

な
が
実
。
う
そ
き
咲
が
花
、
つ
２

ま
ち
落
で
中
途
。
み
し
楽
が
の
る

。
に
う
よ
ん
せ

 

部
支
与
宮

　

辻
上
　

枝
郁

被
を
任
責
の
外
想
予
が
人
証
保
帯

０
２
、
め
た
る
得
り
あ
も
合
場
る

、
れ
さ
正
改
が
法
民
に
月
４
年
０
２

必
て
い
つ
に
任
責
の
人
証
保
帯
連

ら
な
ば
れ
け
な
め
定
を
額
限
上
ず

の
条
５
６
４
（
た
し
ま
り
な
く
な

す
に
ら
く
い
を
額
金
限
上
。）
２

ま
り
あ
は
め
定
の
て
い
つ
に
か
る

わ
ま
か
も
で
ら
く
い
、
で
の
ん
せ

保
帯
連
、
然
当
、
が
す
で
の
い
な

ま
。
す
で
要
必
が
意
合
の
と
人
証

ま
ま
い
な
め
定
を
額
金
限
上
、
た

、
も
て
し
結
締
を
約
契
証
保
帯
連

の
す
ま
り
な
と
効
無
は
約
契
の
そ

、
お
な
。
い
さ
だ
く
て
し
意
注
、
で

保
帯
連
が
人
個
で
ま
く
あ
は
れ
こ

社
会
証
保
、
で
合
場
る
な
と
人
証

場
る
な
と
人
証
保
が
人
法
の
ど
な

。
ん
せ
ま
り
あ
は
用
適
は
に
合

 

士
護
弁

　

松
村
　

み
づ
い

 

）
所
務
事
律
法
都
京
（

の
人
証
保
帯
連
の
借
貸
賃

任
責

　

の
た
し
続
相
を
産
動
不

て
し
と
家
借
、
般
今
、
で

の
介
仲
。
た
し
ま
し
に
と
こ
す
貸

借
貸
賃
た
し
成
作
が
者
業
産
動
不

家
の
分
年
２
、
は
に
案
の
書
約
契

連
の
主
借
が
額
金
る
す
当
相
に
賃

と
額
金
限
上
の
任
責
の
人
証
保
帯

こ
。
た
し
ま
い
て
れ
さ
載
記
て
し

。
か

　

約
契
借
貸
賃
の
産
動
不

滞
を
賃
家
が
主
借
、
は
で

物
建
や
賃
家
納
滞
の
合
場
た
し
納

な
用
費
理
修
の
合
場
た
し
損
破
を

け
つ
を
人
証
保
帯
連
て
え
備
に
ど

、
前
従
。
す
ま
り
あ
く
よ
が
と
こ
る

の
任
責
う
負
が
人
証
保
帯
連
の
こ

で
ん
せ
ま
り
あ
が
限
上
は
に
囲
範

連
、
は
で
れ
こ
、
し
か
し
。
た
し A Q

中京支部事業案内　　　　　 他支部の方歓迎！
衣笠山南麓の等持院近辺を訪ねる

日　時：７月26日（金）10時～正午過ぎ（雨天決行）
集　合：北野白梅町北西角　10時
行　程：北野白梅町北西角…等持院…六請神社　現地解散
費　用：630円（拝観料・行事保険料）※交通費自己負担
その他：歩きやすい靴で、補給用水分持参のこと
申　込：7月20日（土）締切（厳守）
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二
重
枠
の
7
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
思
わ
ず
目
を
細
め
る
ほ

ど●
タ
テ
の
カ
ギ

1　
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
に
ポ
ト
ン
。

何
個
入
れ
ま
す
か
？

2　
「
蕃
茄
」
や
「
珊
瑚
樹
茄
子
」

な
ど
の
異
名
を
持
つ
野
菜

3　
興
味
が
乏
し
く
、
気
に
も
か

け
な
い
こ
と

4　
「
―
―
を
作
る
」
と
は
、
上

品
ぶ
っ
た
り
な
ま
め
か
し
い
仕

草
を
す
る
こ
と

6　
最
も
得
意
と
す
る
事
柄
。「
柔

道
は
日
本
の
―
―
だ
」

8　
生
類
憐
み
の
令
を
出
し
極
端

に
犬
を
愛
護
し
た
徳
川
綱
吉
の

通
称

10　

牛
久
大
仏
は
世
界
最
大
の

―
―
製
仏
像
と
し
て
有
名
で
す

12　
知
念
、
内
山
、
川
栄
と
い
え

ば
下
の
名
前
は
？

16　
一
定
期
間
、
定
額
で
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕
組

み
の
略
語

18　
す
き
な
も
の
の
傾
向
、
嗜
好
。

「
人
そ
れ
ぞ
れ
―
―
が
違
う
」

19　

職
務
上
―
―
義
務
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
ご
質
問
に
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん

20　
二
十
四
節
気
の
十
番
目
。
今

年
は
6
月
21
日
で
す

23　
自
分
の
主
張
を
広
く
知
ら
せ

る
こ
と
を
「
―
―
を
飛
ば
す
」

と
い
い
ま
す

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　
大
き
な
ツ
ノ
が
特
徴
の
「
昆

虫
の
王
様
」

5　
木
星
の
第
一
衛
星
の
名

7　
飲
食
店
な
ど
で
作
る
従
業
員

の
た
め
の
食
事

9　
銘
仙
判
、
八
端
判
な
ど
の
サ

イ
ズ
が
あ
る
、
和
室
で
使
う
も

の
と
い
え
ば
？

11　
輪
郭
だ
け
の
絵
に
色
を
つ
け

る
遊
び
。
最
近
で
は
大
人
の
趣

味
と
し
て
も

13　
1
9
4
3
年
、
静
岡
県
で
発

見
さ
れ
た
―
―
遺
跡
は
、
弥
生

時
代
の
特
別
史
跡
で
す

14　
「
石
楠
花
」
と
書
く
花

15　
「
―
―
霧
消
」
は
、
跡
形
も

な
く
消
え
る
と
い
う
意
味
の
四

字
熟
語

17　

ま
っ
た
く
、
ま
る
っ
き
り
。

「
―
―
の
素
人
」

18　
「
過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ざ
る

が
如
し
」
は
、
こ
の
人
物
の
言

葉
で
す

21　
山
の
ふ
も
と
に
緩
や
か
に
広

が
る
野
原
。
富
士
の
―
―

22　
熱
い
水
蒸
気
が
冷
や
さ
れ
て

細
か
い
水
滴
に
戻
る
と
白
い
コ

レ
に
な
る

24　
主
に
中
国
の
絹
製
品
を
運
ん

だ
こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
古
代

の
交
易
路
、
―
―
ロ
ー
ド

25　
祝
事
に
は
紅
白
や
金
銀
、
弔

事
に
は
白
黒
が
一
般
的
で
あ
る

飾
り
紐

『
イ
ブ
ラ
・
ワ
・
ハ
イ

ト（
針
と
糸
）』
は
、
シ

リ
ア
の
女
性
達
が
避
難

先
で
制
作
し
た
手
刺
繍
の
作
品
を
、

日
本
や
そ
の
他
の
国
で
販
売
し
、

適
正
な
対
価
を
制
作
者
に
還
元
す

る
活
動
で
あ
る
。
友
人
の
考
古
学

者
山
崎
や
よ
い
氏
が
こ
の
活
動
の

代
表
を
務
め
て
い
る
。『
支
援
』

の
要
素
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に

自
活
を
促
し
、
文
化
の
保
存
や
伝

承
す
る
中
で
長
年
の
内
戦
に
よ
っ

て
蹂
躙
さ
れ
て
き
た
「
尊
厳
」
を

回
復
す
る
事
を
基
本
理
念
と
し
て

い
る
▼
シ
リ
ア
は
今
で
も
何
十
万

人
も
の
犠
牲
者
、
何
百
万
人
も
の

避
難
民
・
難
民
が
出
続
け
て
い
る

が
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
飽
き
ら
れ
た

情
報
」
と
い
う
扱
い
で
情
報
を
発

信
し
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
な
の

で
そ
の
惨
状
を
多
く
の
日
本
人
は

知
る
機
会
が
殆
ど
な
い
▼
私
は
活

動
の
理
念
に
共
感
し
、
微
力
な
が

ら
作
品
を
購
入
す
る
形
の
応
援
を

し
て
き
て
い
る
。
優
し
い
手
刺
繍

の
作
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
作
者
の

ネ
ー
ム
の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。

私
が
初
め
て
手
に
入
れ
た
刺
繍
の

作
者
は
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
と

聞
い
た
。
素
朴
で
美
し
い
鳥
の
手

刺
繍
を
彼
女
は
何
時
ど
こ
で
刺
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
翼
を
た
た
み

空
を
見
上
げ
て
い
る
鳥
の
姿
は
、

叶
う
事
が
難
し
く
な
っ
た
さ
さ
や

か
な
願
い
を
大
切
に
抱
き
続
け
て

い
る
様
に
見
え
る
。�

（
坂
根
）

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切7月末日必着
（正解・呈賞者は10月号発表）

＊支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互
助組合まで。ハガキ、FAX、ホームページ等
で応募してください。
＊お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあり
ます。掲載不可の場合はその旨をお書き添え
ください。

応募はこちらから

10月からGoogle
フォームに変更し
ています。
返信メールは届き
ません。

クロスワードクイズ
5月号の答え：小さな幸せ（チイサナシアワセ）

（応募者534名中、 正解者527名）

☆５月号の解答図

▼5月号当選者（敬称略）
杉本真佐子（北支部）
樋口　秀子（北支部）
江嵜　和子（中京支部）
江草文佐夫（右京支部）
金澤　啓明（西京支部）
石田　悦子（東支部）
井上みどり（南支部）
近藤　淳子（伏見支部）
三嶋千代子（乙訓支部）
金子　和代（乙訓支部）
大島美砂枝（宇治東支部）
栗田満里子（宇治西支部）
遠藤　高子（城久支部）
小谷　恵一（城久支部）
鞍掛富貴子（山城南支部）
嶋田眞理子（山城南支部）
河村　尚江（亀岡支部）
今西　幸子（船井支部）

塩見　正典（綾部支部）
真下富士夫（福知山支部）
谷岡　　亮（舞鶴支部）
行待　洋子（宮与支部）
古村佐智夫（京丹後支部）
前谷　康孝（他府県滋賀）
岡島　克典（他府県大阪）

1 32 4 5 6

7

9

8

10 11 12

13

15

14

16

18 1917

2120 22 23

2524

ブカ ム シ オ
イ

イ
イ
ヌ

カ ナマク
ザ
ト

ト ン リ
ナシ ヤロ

ンウ

ゲ
シ ル ク ミ

ス ソ ノ ゲ
キヒズ

シ
ユ

イボ
ウ

ンサ
ズ

ト

ブ エ
ク ゲ

コブ

マブシイヒザシ（眩しい日差し）
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